
＝＝＝今年度の取り組み内容＝＝＝＝＝

◆大清水口

○尾瀬らしい自動車利用のあり方を検討するため、

　Ｈ２３～２５年度は大清水～一ノ瀬間（約3km）

　において低公害車両（電動バス等）を数日間、

　実験運行しました。その結果をふまえ、今年度

　は了○日間にわたり低公害車両（ハイブリッド

　車、８人乗り）の試験運行を実施します。

○大清水～－ノ瀬間旧道の通行を可とします。

○沼田街道の歴史、大清水～岩清水間の過去の道

　路計画中止の経緯等を発信します。

　（大清水休憩所にて写真展示等）

　　　馬方さんが活躍した昔の尾瀬

　◆鳩待峠□

○静かで落ち着いた入

　山□をめざし、将来

　的には、入山口に面

　した第１駐車場を閉

　鎖して、車両の乗り

　入れは、第２駐車場

　までとする予定のだ

　め、第２駐車場の拡

　張整備を実施します。

【事業主体:

　東京パワーテクノロジー㈱】

　詳細については…
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　　岩清水で止まった道路工事

【平成26年度低公害車両試験運行予定】

・区間：大清水　～　－ノ瀬　(約3km)

・期間：了月１２日(土)～９月１９日(金)

・時間：大清水４時20分発～－ノ瀬16時発

・車両：低公害車両★(８人乗り)２～３台

・所要時間：　片道約２０分程度

・運賃：無料

・頻度：随時(混雑具合等によりご乗車できない

　　　場合もあります。ご了承ください)

○歩行者優先で、速度を抑えて運行します。

○試験運行につき、天候や路面状況によっては、

　運行予定が変更や中止となる場合があります。

○週末や祝日に乗車希望者が多く集まると、待ち

　時間が長くかかったり、希望どおりにご乗車い

　ただけない場合も予想されます。行程に余裕を

　もっておこしください。

　乗務員の案内に従って、円滑な試験運行への

　　　ご理解とご協力をお願いします。

★運行予定車両
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　r平成27年度燃費基準十2o％JSごで‘t::;…………………

　｢平成17年基準排出ガスフ5％　S一‘１

　低減レベル｣達成車

大清水登山口 旧道(大清水～一ﾉ瀬)

平成26年度尾瀬入山□交通環境整備事業

低公害車両試験運行

　　大清水～－／瀬
7月IZ日(土)～9月19日(金)

　尾瀬では、特定の入山口への利用集中の

緩和や、国立公園の回遊型・滞在型利用を

促進するため、入山口のあり方が検討され

ており、大清水～－ノ瀬間での低公害車両

の導入が予定されています。

　Ｈ２３～２５年の低公害車両の実験運行の

成果を生かすとともに、関係者間の協議を

ふまえ、Ｈ２６年度は了○日間にわたり試験

運行を実施します。

　ご理解とご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　お問い合わせ先

群馬県環境森林部自然環境課尾瀬保全推進室
　　　TEL　O27－226－2881
　　　　kanshizen＠pref.gunma.lg.jp
　　　　　http://www..pref.gunmajp



◆大清水以奥の道路をめぐる経緯
西暦 年号 出来事

1590 天正18 沼田城主･真田信幸(之)が街道としての整iを進める

1934 昭和9
尾邁が日光国立公園の一部として指ｉ

(昭和13年特別地域､昭和28年特別保護地区に指定)

1940 昭和15
国立公園の公園計画において会津(沼田)街道が県道沼田･田島線

として車道化を前提|こ位置づけられる

1949 昭和24 公園計画で県道沼田･田島線が大清水･七入線として再確認される

1963 昭和38 七人~卸池間の村道が完成

1967 昭梱2
大清水･七入線の車道計画を､尾瀬沼畔から小淵沢田代を迂回する

ﾙｰﾄに変更

1969 昭和44 大清水~柳沢間の道路が完成

1970 昭和45 御池~沼山峠間の道路が自衛隊の協力で開通

1971 昭和46

柳沢~一ﾉ瀬間の道路が完成

一ﾉ瀬~岩清水間の工事が開始され､岩清水が工事で無くなる

環境庁発足

環境庁長官が尾瀬を視察し道副]止を三県知事に協力要請

尾瀬の自然を守る会が発足　全国|こ自然保護運動が広がる

環境庁自然公園審議会が尾瀦の車道計画の廃止を答申

三平下~沼d｣峠間のエ事の中止を閣議で了承

1972 昭和47 群馬県尾瀬憲章が制定される

1973 昭和48
環境庁自然環境審議会自然公園部小委員会が大清水以奥のマイ

カーや路線バスの運行を認めないlaを答申

1975 昭榔0 群馬県知事が環境庁の方針に従う旨を県議会で答弁

2011

ZsS/

2013

平成

23

～25

尾瀬国立公園協読会での読論を経て､尾瀬らしい自動車利用を考え

る社会実験の一環として､大清水~一ﾉ瀬間で低公害車(電動パス、

電気自動車､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車)が実験運行される。

◆岩清水

　道路工事により昔の清水が湧き

出ていた岩壁そのものが失われま

した。現在は近くのわすかな湧き

水がこう呼ばれています。疲れた

登山者を癒してくれる存在です。

◆道路閉鎖区間（－ﾉ瀬～岩清水）への植林

　昭和４６年（１９７１年）に道路工事は中止されまし

た。その後もーノ瀬～岩滝水間は緊急車両等のための道

路として維持されていましたが、平成９年（１９９７

年）９月に閉鎖され、本来の植生に戻すぺく、ボラン

ティア等の協力を得てブナ等の植林が行われました。
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周辺図

大湊水入山口のご案内★旧道や登山道では､ぬかるみや

C大清水～－ﾉ瀬～岩清水～三平峠～尾瀬沼）　　倒木､落枝にご注意ください。
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県道と奥鬼怒林道の分岐

　(旧道の入□へは、右の

　林道方面の道へ進む)

巨本に囲侈れた

旧道捗、昔Ｑ街

道の雰囲気を感

じられ侈嫁。
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至尾瀬沼

W-〃至栗山村　　　　/り1.二し　　　　　ミスｆラ

旧道：会津（沼田）街道について

　大清水から三平峠を越えて尾瀬沼のほとりを通り、治

山峠から七入に続く道は、沼田城主・真田信幸（之）に

よって、１５９０年頃に上州と会津を結ぶ街道として整

備されました。江戸期から明治にかけては、尾瀬沼畔に

荷物交換所が設けられ、会津の酒・米が上州の織物や雑

貨と交易される、物資・文化の交流の道でした。三平下

では古銭も見つかっています。

　　　凡例

←登り･○:○下り○:○→　所要時間の目安

四|日道豊山道

←砂利達會‘山小屋休膳所

苧顎7 ri悪霊誓ta客車●低公客車発着所

ミ　章道　　W.C.公衆ﾄｨﾚ

河川･沢　×　進入禁止
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